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.概要
広場に及ぶ津波被災地の建物量産習を把湿するには．りモートセンシング箆慣が有効である 符に近年で綜．高分解箆X－バンド合底関口レーダ（SAR）により，モの高い分解箆を活か
した建物一練毎の筆書把湿手速が発展してきた.X－バンドSARを使用すれば，詳細に接災地を観測する寧が可能である一方 撮彫可能領域五官接いため．広蟻な津浪Ji.~砲を積極で
きない事がある．その一方．しパンfSARU:.空間分解能が落ちるものの.x－パンドSARよりも広域の観測が可震となり，続災地を網罵できる可能怯が殉上する．以前．著者は
高分解艇のX－パンドSARIζより、流失建物練数を推計する手訟を開発じIに本研究でIJ電以前XーパンドSARI己より開発した津波畿書評価関数を．しパンドSARl<:lUi強する事によりi
津護嶺災前後の彼災地を錠えたl/可ンドSAR(ALQS/PALSAR.）による．津渡彼吉野信開銀を開発した．宮縄県仙台市と亘理町で本主主によりl 流失建物棟敗を雌計し その精度を倹
filした結果．可h台市でピアソン積率相関係数0.97.亘理問で0.87が得られた
・研究に使用したTerraSAR-X・ALOS/PAしSAR画像
H’ '" －ー コ 間 拘 、 ~" '' 可 圃V圏 直ー － ー、』
彼災前TerraSAR-X画像： 2010年10月20日（UTC)織影
彼災後TerraSAR-X薗像： 2011年3月12巴（UTC）銀影
被災前ALOS/PALS AR画像： 2010年1I月208(UTCJ録彫
畿災後ALOS/PAlSAR画像：2011年4月7B(UTC)鐸影
.建物被害評価関数
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シグモイド関数のフィッティングにより．各オブジェクトに
おける相関係数の変化量と建物流失率の関係を推定
回帰分析により得られた被害推計式
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・祖宣災前後画像の変化抽出
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相関係数の計算式
『：相関係数 la,.lb，；被災
r = N'[l11lb, '[11,[lh, 前後のピクセル。ウイ．ンドウ
ytN工Inf l[ ln,1~1\ ・(Ntff>; ([I灼1:1内のi番目の後方散乱係数
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